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■研究課題名

 オオムギ重要形質に関与する遺伝子の同定と育種への応用

■研究の目的
オオムギ遺伝子の高速マップベース単離法を開発し、ストレス耐性および醸造上の重要遺伝子の配列を解析するとと
もに、遺伝子配列の多型を用いて、オオムギの遺伝資源に存在する重要形質の変異を高能率に選抜し、さらに、醸造工
程でオオムギのタンパク質を制御することによって、高品質の醸造製品の生産技術を開発する。また、イネとオオムギ
の相同性の高い領域を解析し、イネゲノム情報を最大限に活用した、オオムギのゲノム育種技術を開発する。

■研究項目・実施体制（◎は研究を総括する者（研究代表者））
①大量マップベース単離システムと育種システムの開発

 （◎佐藤和広／岡山大学資源植物科学研究所）
②ストレス耐性遺伝子の単離と解析
（馬　建鋒／岡山大学資源植物科学研究所）

③醸造品質関連遺伝子の単離と解析
（木原　誠／サッポロビール株式会社バイオ研究開発部）

■研究の内容・主要な成果
①オオムギの染色体3Hおよび5Hに座乗する600個のBACおよび５倍量の全ゲノムを配列解析するとともに、オオムギ
完全長、イネゲノム等を活用したデータベースを作成し公開した。また、オオムギ育種に利用可能なSNPマーカーを
大量に開発した。さらに、形質転換技術、組換え置換系統など育種の基礎技術を開発した。

②オオムギのミネラル耐性遺伝子のうちアルミニウム耐性遺伝子を単離し、機能を解明するとともに、遺伝子の発現制
御機構を明らかにした。また、アルミニウム耐性の中間母本を開発した。さらに、植物による土壌からの鉄の獲得お
よび植物体内の輸送に関与する３つの遺伝子を単離するとともに機能を解析した。また、ケイ素の吸収と分配に関わ
る３つの遺伝子を同定し、オオムギにおけるケイ酸の吸収・集積機構を解明した。

③ビール醸造品質に関するオオムギのQTLを多数同定し、EST-SNPによる5H染色体の醸造遺伝子集積領域の高密度地
図を作成した。また、醸造関連遺伝子を同定し、この遺伝子と強く連鎖する遺伝子マーカーを開発した。麦芽および
ビールのTOF/MSを用いた発現解析によって、醸造に関わるオオムギの遺伝子を同定した。

■今後の展開方向・見込まれる波及効果
①ゲノムに関するデータベースの公開、また、ゲノムを網羅するDNAマーカー、中間母本、形質転換技術は、今後の
オオムギのゲノム育種の実現に貢献する。

②酸性、鉄欠乏土壌に適応する品種開発が進展し、ケイ酸吸収能力を強化した品種の作出に寄与する。
③醸造品質選抜用DNAマーカーと醸造関連タンパクは、オオムギ育種および醸造工程での品質管理に寄与する。
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■研究成果の具体的図表


